
平成27年度活動助成 活動実績報告書 

 

団体名 公益財団法人 公害地域再生センター 

活動テーマ 高齢者の災害記憶の収集と活用 

 

  

 
 

 

 西淀川区は、過去から繰り返し大きな水害に見舞われてきたが、過去の水害の記憶の継承は行われていない。

本活動では、地域から失われつつある災害の記憶を元に防災教材を作成し、災害の記憶を若い世代に引き継ぎ、

地域の防災力を高めることを目的としました。 

 この活動では、防災教材として、防災絵本と副教材を作成しました。絵本では、子どもたちに災害を伝えてい

くために、子どもが一人でいる場合に水害が発生したという内容のものとしました。また、副読本は、親子で防

災に取り組むことができるように、防災に対する意識付け、普段から防災に対して取り組んでおくことなどを記

述しました。防災教材として絵本を作成するにあたり、指導者がいなくても子どもが学ぶことができるような教

材とすること、災害に対する考えが固定化されないようにとるべき行動をパターン化して教えるのではなく、考

え方を学べるような教材とすることに留意しました。 

さらに、作成した絵本を活用して絵本の読み聞かせ会を行いました。読み聞かせをすることにより、子どもが

絵本に集中することができ、小さい子どもでも理解ができたようです。その後の話し合いにより、参加者は家庭

での防災の大切さを感じてもらえたことがわかりました。また、西淀川区内の子どもがいる家庭では、こうした

防災教育に対するニーズが高いこともわかりました。 

今後は、作成した防災絵本および副読本を用いて、教育プログラムを作成し、子どもたちに伝えていく取り組

みを行っていきたいと思います。 

 


